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平成 30 年度 厚生労働科学研究費補助金（認知症政策研究事業） 

認知症の人やその家族の視点を重視した認知症高齢者にやさしい薬物療法のための研究 

分担研究報告書 

 

処方箋調剤薬局の坑認知症薬処方例の処方内容の解析 
 

研究分担者 鈴木 裕介 名古屋大学医学部附属病院病院准教授 

 

研究要旨：認知症薬物療法の実態把握を目的として、処方箋調剤薬局の地域在住高齢者に

対する処方内容の解析を行った。年齢とともに処方薬剤数「高齢者の安全な薬物療法ガイドラ

インに基づいた特に慎重を要する薬剤（便宜上 Potentially Inappropriate Medications: PIMs と

する）の比率が増加することが確認された。性別、年齢、処方薬剤数で調整した場合、PIMs の

処方リスクを高めるのは年齢の増加ではなく、性別（女性）と処方薬剤数であることが明らかに

なった。薬効別に PIMs を説明する薬剤を検討した結果、中枢神経用薬の関与（Exp(B)14.815 

95％CI：14.358-15.287）が最も大きいことが明らかになった。抗認知症薬の処方比率は高齢者

の推定認知症有病率と比べて大幅に少なく認知症の過小診断/過小処方の可能性が示唆され

た。中枢神経用薬処方群においては抗認知症薬の処方が PIMs 処方リスクを低める(坑認知症

薬無し Exp(B)：17.06→坑認知症薬有り Exp(B):4.569)ことがわかり、認知症の適切な診断が

PIMs の処方による薬物有害事象の発生リスクを低下させる可能性が今回の解析により示唆さ

れた。 

Ａ．研究目的 

本年度の研究においては地域在住高齢者に

おける認知症薬物療法の処方実態の把握を

目的に、全国各地域における処方箋調剤薬局

の高齢者に対する処方箋のうち、坑認知症薬

が処方されているケースの解析を行った。 

 

Ｂ．研究方法 

2014年⒑月1日～10月31日までの一か月間

に全国585か所の処方箋調剤薬局において65

歳以上のすべての患者（180,673名）対して処

方された処方箋内容のうち、患者の年齢、性

別、処方薬剤数、薬効別分類、坑認知症薬の

有無およびその種類に関する情報を収集し、

その内容を解析した。 

 

（倫理面への配慮） 

処方箋の患者名は連結不可能コード化され

個人情報は厳重に保護されている。当研究の

プロトコール名古屋大学医学部生命倫理委員

会による承認を受けている。 

 

Ｃ．研究結果 

解析対象となった180,673名の内、抗認知症

薬が処方されていたのは7,960名（4.4％）、種

類 別 の 内 訳 は donepezil(62.2%), 

memantine(28.0%), galantamine(13.2% ), 

rivastigmine(9.8%),2剤併用は全体の13.3％で
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あった。坑認知症薬の有無別の平均処方薬剤

数は、坑認知症薬有り：5.9±3.7剤に対して坑

認知症薬無し：4.0±3.1であった。(p < 0.0001 by 

Student’s t-test) 全体では年齢とともに処方薬

剤数「高齢者の安全な薬物療法ガイドラインに

基づいた特に慎重を要する薬剤（便宜上

Potentially Inappropriate Medications: PIMsとす

る）の比率が増加することが確された。また性

別、年齢、処方薬剤数で調整した場合、PIMs

の処方リスクを高めるのは年齢の増加ではな

く、性別（女性）と処方薬剤数であることが明ら

かになった。薬効別にPIMsを説明する薬剤を

検 討 し た 結 果 、 中 枢 神 経 用 薬 の 関 与

（Exp(B)14.815 95％CI：14.358-15.287）が最

も大きいことが明らかになった。中枢神経用薬

処方群を坑認知症薬処方の有無別に解析し

たところ、抗認知症薬の処方の無い群におい

てはPIMs処方リスクExp(B)：17.06（95％CI：

16.525-17.619）であったのに対し坑認知症薬

の処方の有る群ではExp(B):4.569(95％CI：

4.309－4.846)と低いことが明らかになった。 

 
  Ｄ．考察 

今回の調査対象となった処方箋調剤薬局が

特定の医療機関に隣接するいわゆる「門前薬

局」ではなく、あらゆる医療機関（有床、無床、

規模、専門性の有無に関わらず）からの処方

箋を受け付けていることを考慮すれば、今回

の結果は地域における実臨床の実態を反映し

ていると考えて良い。今回の解析で観察され

た高齢患者における坑認知症薬の処方率と高

齢者における推定認知症有病率を大幅に下

回っていることが確認された。観察された乖離

は実臨床における認知症の過小診断/過小処

方の可能性を示唆するのではないかと考える。

一方PIMｓとの関連性においては中枢神経用

薬の処方によるPIMｓリスクに比べて坑認知症

薬が処方されている群のリスクは顕著に低く、

認知症に対する適切な診断と処方を行ってい

る処方医においてはPIMｓになりうる薬剤の処

方リスクが低い可能性も示唆された。しかしな

がら本調査の限界として、解析が処方薬をベ

ースにしており、過小処方の可能性も加味す

ると実際の認知症患者の処方実態を必ずしも

反映するものではないことがあげられよう。 

 

Ｅ．結論 

認知症の適切な診断がPIMsの処方による薬

物有害事象の発生リスクを低下させる可能性

が今回の解析により示唆された。 
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